
保田圭

能力

時間停止能力
智謀（を生かした頭脳戦や情報戦を得意とする描写がある）
体術においても優れている

登場作品例

保田という姓名が明記されているもの

23.女子かしまし物語（03)720
リゾナントの常連客として登場。
かなしみの人特有の愛ある悪意のこもった扱いを受けている。
『蒼の共鳴－Project-Resonantor』 
元“Ｍ”の能力者兼機器開発技術者で、ダークネスに叛意を持つ安倍なつみの同志として
登場。
『永遠殺しの傍観者－The anti-eternal onlooker－』
ダークネスを離脱した科学技術者。
後藤真希を帯同している。
強い力を持ちながら、それを誰かの為に使うことには懐疑的。 

姓名は明記されていないが、諸表現から保田本人と推定される作品

『LIAR GAME』 
ダークネスの一員として登場。里沙と接触を図る。
『孤独の死闘』
理沙の精神干渉による攻撃に逆上し、その命を奪おうとする粛清人Ｒを制止する。 
『走り出した共鳴 後編 ～再会～』
リゾナンター加入前の田中れいなが世話になっていた食堂の主人。
実はダークネスの一員で、田中との共鳴の相性を調べるために、こういう形で接触してい
た。 
『Wingspan　第一章　箱庭の鳥は翼をもがれ』
この作品の中の表現からは、保田本人を示唆するものは見つからない。
但し話の展開が『孤独の死闘』から続いているため、そう推測できる。

考察

リゾスレ投下作品に登場するOGメンバーは、どうしても特定の顔ぶれに偏ってしまいがちだが、
彼女もその影響を受けた一人だと言えるだろう。
ただ初登場時に時間停止という強烈な能力を持たされた点では、中澤裕子や矢口真里よりも恵ま
れていると言えるだろうか。
登場作品数が少ない割りには設定のブレが大きいように思えるが、安倍なつみの信奉者として新
垣里沙にシンパシーを感じてるかのように思わせる表現もある。
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